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１月の公民館運営審議会
（公運審）

携 敬恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵

と き １月23日（水） 18時30分～

ところ 田無公民館

議 題 事業計画・報告について

☆希望する方は傍聴ができます。

連絡先 保谷公民館 ℡464－8211

ササークサークルル
かからら

１月の休館日は28日（月）です

市
で
は
、
平
成

年

月
よ
り
ご

14

10

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
公
共
施
設
予

約
管
理
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
平
成

年
４
月
１
日
稼
動

20

に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
と
同
様
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
、
電
話
（
自
動
音
声
対
応
）、

各
施
設
の
ロ
ビ
ー
端
末
よ
り
ご
利
用

で
き
ま
す
。

操
作
等
は
今
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
選
結
果
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
機
能
や
、

よ
く
使
う
施
設
を
お
気
に
入
り
に
登

録
し
て
お
く
機
能
な
ど
よ
り
使
い
や

す
く
な
り
ま
す
。

詳
し
い
シ
ス
テ
ム
の
概
要
等
は
平

成

年
２
月
１
日
の
市
報
で
お
知
ら

20
せ
す
る
予
定
で
す
。

刺
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
の
文
化
施

設
、
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使

用
予
約
や
空
き
状
況
照
会
等
を
、
市

内

か
所
（
平
成

年

月
現
在
）

18

19

12

に
設
置
さ
れ
て
い
る
ロ
ビ
ー
端
末
や

ご
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
・
電
話
（
音
声
応
答
）・
L
モ
ー

ド
・
携
帯
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
空

き
状
況
照
会
の
み
）
で
簡
単
に
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間
は
、
ロ
ビ
ー

端
末
は
午
前
９
時
（
各
館
の
開
館
時

間
に
よ
り
ま
す
）
か
ら
各
館
の
閉
館

時
ま
で
、
ロ
ビ
ー
端
末
以
外
は
午
前

９
時
か
ら
深
夜
０
時
ま
で
で
す
。

刺
公
民
館
の
予
約
・
抽
選
申
し
込
み

は
事
前
に
使
用
登
録
を（
新
規
登

録
）

新
規
に
使
用
予
約
や
抽
選
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
使

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

使
用
す
る
館
の
窓
口
で
登
録
の
申

し
込
み
を
す
る
と
、
登
録
完
了
後
に

使
用
者
登
録
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
一
の
登
録
番
号
で
複
数
の

館
に
登
録
で
き
ま
す
。

使
用
者
登
録
は
、
各
館
に
備
え
付

け
の
「
公
民
館
施
設
使
用
登
録
届
」に

記
入
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

刺
公
民
館
使
用
者
登
録
済
の
団
体
は

登
録
内
容
の
確
認
を

す
で
に
登
録
し
て
い
る
館
で
代
表

者
・
連
絡
先
等
の
届
け
内
容
に
つ
い

て
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
変
更
が
あ

れ
ば
届
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

刺
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
の
登
録
番
号
を
二
つ
に
分
け

ま
す

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
稼
動
す

20

る
新
し
い
公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス

テ
ム
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
文
化

施
設
の
登
録
番
号
が
別
々
に
な
り
ま

す
。文

化
施
設
を
ご
利
用
の
団
体
は
そ

の
ま
ま
の
番
号
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
ご
利
用
に
な
る

団
体
、
個
人
の
方
は
、
新
た
に
新
規

の
利
用
者
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

平
成

年
４
月
１
日
か
ら

20

『
公
共
施
設
予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
が

新
し
く
な
り
ま
す
！
』

保
谷
公
民
館
の
「
生
活
に
役
立
つ

日
本
語
講
座
」
を
見
学
し
、
改
め
て

日
本
が
国
際
色
豊
か
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
で
は
、
国
籍
も
在
日
経

験
も
様
々
な
十
六
人
の
受
講
者
に
対

し
て
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
指

導
を
中
心
に
熱
心
に
日
本
語
を
教
え

て
い
ま
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
別
で
一

時
間
ほ
ど
読
み
書
き
の
練
習
を
一
対

一
で
行
い
、
そ
の
後
、
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
る
取
り
組
み
で
、
日
本
語
の

音
声
に
慣
れ
る
た
め
に
も
工
夫
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
ク
ラ
ス

毎
に
日
常
会
話
を
題
材
と
し
た
表
現

を
文
法
や
語
彙
を
交
え
た
授
業
形
式

ご

い

で
の
実
践
的
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い

現
代
農
薬
事
情

―
化
学
農
薬
と
自
然
農
薬
―

保
谷
楽
農
塾

食
料
品
が
急
速
に
値
上
が
り
し
て

い
ま
す
。
世
界
の
穀
類
の
燃
料
用
ア

ル
コ
ー
ル
化
が
進
む
と
低
食
料
自
給

率
で
は
食
卓
は
厳
し
く
な
り
ま
す
。

近
代
農
業
は
①
安
全
②
生
産
効
率
③

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
取
組
ん
で
い
ま

す
。
私
達
も
こ
の
難
し
い
時
代
に
賢

く
対
応
し
明
日
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
と

き
＝
１
月

日
19

（土）

時
～

時

分

14

16

30

▼
と
こ
ろ
＝
住
吉
公
民
館

▼
講

師
＝
山
本
出
（
東
京
農
業
大

い
ず
る

学
名
誉
教
授
）

▼
連
絡
先
＝
保
谷
緯

・
６
６
１
５

421

「
市
民
・
行
政
協
働
の
み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る

北
多
摩
自
然
環
境
連
絡
会
西
東
京

「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

都
で
は
「
緑
の
東
京

年
プ
ロ
ジ
ェ

10

ク
ト
」
策
定
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

北
多
摩
地
域
で
も
「
東
大
農
場
」、「
淵ふ

ち

の
森
」、
清
瀬
の
緑
地
レ
ン
ジ
ャ
ー
制

度
な
ど
緑
の
保
全
活
動
の
輪
が
拡

が
っ
て
い
ま
す
。
講
師
の
お
話
か
ら

次
世
代
に
緑
を
残
す
方
策
を
探
り
ま

す
。

▼
と

き
＝
①
１
月

日

②
２
月

20

（日）

日

①
②
共

時

分
～

時

17

（日）

13

30

16

分
30

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
講

師
＝
①
小
滝
英
俊
（
東
京
都

環
境
局
）
②
佐
々
木
秀
貴
（
多
摩

ひ
で

き

北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
緑

化
委
員
会
委
員
長
）

▼
資
料
代
＝

円
200

▼
連
絡
先
＝
宮
崎
緯

・
０
６
５
７

464

中
ち
ゅ
う

国
胡

ご
く

こ

弓
き
ゅ
う

楽
坊

が
く
ぼ
う

中
国
の
民
族
楽
器
二
胡
、
揚
琴
等
を

一
緒
に
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
２
・
４
土
曜
日
／

時
～

時
／

19

21

田
無
公
民
館
／
月
額
３
千
円
（
二
胡

レ
ン
タ
ル
料
月
額
千
円
）
／
大
内
緯

・
７
５
０
３

478櫻
中

さ
く
ら
ち
ゅ
う

文
会

ぶ
ん
か
い

初
心
者
歓
迎
、
中
国
語
の
い
ろ
は

毅

毅

毅

か

ら
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
週
水
曜
日
／

時
～

時

分
／

18

20

30

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
月
額
千
円
／

後
藤
緯

・
３
８
１
５

423

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
だ
よ
り
編
集
室
一
同

毎
週
月
曜
日
／

時
～
正
午
／
谷
戸

10

公
民
館
／
月
額
３
千
円
／
清
水
緯

・
６
０
８
３

478田
無
混
声
合
唱
団

月
に
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

人

11

50

の
仲
間
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

毎
週
金
曜
日
／

時

分
～

時

19

30

21

30

分
／
田
無
公
民
館
／
入
団
費

円
、

500

月
額
２
千

円
（
学
生
千

円
）
／

500

500

樋
口
緯

・
９
２
８
４
、
坂
口
緯

・

427

465

０
４
２
０

女
声
コ
ー
ラ
ス

ビ
バ
ー
チ
ェ

歌
う
こ
と
が
好
き
な
方
、
一
緒
に
歌

い
ま
せ
ん
か
。
見
学
に
来
て
下
さ
い

毎
週
木
曜
日
／

時
～
正
午
／
ひ
ば

10

り
が
丘
公
民
館
／
月
額
２
千

円
／

500

青
木
緯

・
２
１
３
９

423

柳
沢
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

「
爆
笑
マ
ジ
ッ
ク
教
室
」
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
。
見
学
可
。

月
２
回
土
曜
日
／

時

分
～

時

13

30

16

／
保
谷
公
民
館
／
入
会
金
千
円
、
月

額
千
円
／
小
松
緯

・
７
１
５
６（

462

18

時
～

時
）

20

写
経
の
会

気
軽
に
写
経
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
静
寂
が
貴
方
を
包
み
ま
す
。

月
２
回
土
曜
日
／
９
時

分
～
正
午

30

／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金
500

円
、
月
額
２
千
円
／
本
橋
緯

・
５

421

５
６
１

さ
わ
や
か
ヨ
ー
ガ
の
会

セ
レ
ブ
流
ヨ
ー
ガ
で
、
イ
ン
ナ
ー

マ
ッ
ス
ル
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

月
３
回
木
曜
日
／
①

時

分
～
ダ

13

15

イ
エ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
②

時

分
～
ソ

14

45

フ
ト
ヨ
ー
ガ
／
富
士
町
市
民
集
会
所

／
月
額
２
千
円
／
山
形
緯

・
６
６

468

５
３

す
ず
ら
ん
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

歌
唱
力
の
向
上
と
親
睦
を
大
切
に
、

ぼ
く

楽
し
み
な
が
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

毎
週
金
曜
日
／

時

分
～

時

13

30

16

30

分
／
保
谷
公
民
館
／
入
会
金
千
円
、

月
額
３
千
円
／
村
山
緯

・
１
６
０

464

８カ
ラ
オ
ケ
新
町
あ
ゆ
み
の
会

プ
ロ
講
師
に
よ
る
指
導
で
楽
し
く
歌

い
ま
せ
ん
か
。
新
曲
ナ
ツ
メ
ロ
等

第
２
・
４
木
曜
日
／

時
～
正
午
／

10

才
以
上
／
新
町
福
祉
会
館
／
入
会

60金

円
、
月
額

円
／
古
谷
緯
０
４

500

750

２
２
・

・
４
３
５
９

55

民
謡
愛
好
会

三
味
線
と
尺
八
の
先
生
が
民
謡
を
初

心
者
・
経
験
者
に
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

月
３
回
月
曜
日
／

時

分
～

時

13

30

16

分
／
田
無
公
民
館
／
月
額
２
千
円

30／
柳
澤
緯

・
３
５
３
０

462

自じ

彊
術
コ
ス
モ
ス
会

き
ょ
う
じ
ゅ
つ

心
身
共
に
若
返
る
健
康
体
操
で
す
。

第
１
・
３
金
曜
日
／

時
～
正
午
／

10

田
無
公
民
館
／
月
額
千

円
／
石
井

500

緯

・
０
８
８
５

465
十

じ
ゅ
う

三
月
会
（
絵
画
）

さ
ん
つ
き
か
い

初
心
者
歓
迎
。
女
性
講
師
の
元
で
、

楽
し
く
描
い
て
い
ま
す

～
会
員
募
集
～

ま
す
。

　
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

日
本
語
を
覚
え
よ
う
と
す
る
受
講
者

の
一
生
懸
命
さ
と
丁
寧
で
正
確
な
日

本
語
が
表
現
で
き
た
時
の
喜
び
、
そ

し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
賞
賛
の
拍
手
で
、

間
違
え
る
こ
と
に
躊
躇
せ
ず
に
講
座

が
進
ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
主
催
の
事
業
で
、

保
育
室
の
活
用
も
図
ら
れ
て
お
り
、

子
育
て
中
の
女
性
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
受
講
で
き
る
こ
と
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
外
国
人
の
方
々
が

本
市
に
住
み
、
慣
れ
な
い
日
本
の
生

活
に
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く

の
方
々
と
交
流
し
て
、
言
葉
の
障
壁

を
乗
り
越
え
る
手
立
て
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
普
段
、
何
も
感
じ
ず
に
使
っ
て
い

る
日
本
語
で
す
が
、
こ
の
講
座
を
通

し
て
、
難
し
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
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